
 

 

 

 

 

 

 

インターネットは開かれた世界であり、Ｗｅｂページ

には役立つ情報がたくさんありますが、有害情報も少な

くありません。 

また、掲示板やチャット、電子メールは、コミュニケ

ーション能力の発達がまだ十分でない児童生徒を、事

件・事故に巻き込む危険性もはらんでいます。ネット社

会におけるコミュニケーションは文字が中心であるた

め、児童生徒の表現力や読解力が未熟な場合は誤解が生

じやすいことを教員が十分理解し、指導に当たる必要が

あります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネット社会における
健全なコミュニケーション能力の育成を 

栃木県教育委員会

ネット社会における健全なコミュニケーション能力の育成を

図るためには、まずは普段の教育活動の中に表現力や読解力の育

成を図るための指導を盛り込みましょう。 

教育活動でインターネットを利用するに当

たっては、その利用上のルールやマナーについ

てきちんと指導していきましょう。 

最近問題になっている、掲示板やチャットについて

は、相手の気持ちをよく考え、相手の立場に立って表現

することが大切であることを理解させましょう。 

家庭でのインターネットの利用状況や利用時間

等について、学校としても知っておくとよいでしょ

う。また、全教職員がネット社会を理解し、児童生

徒のコミュニケーション能力を育成していくこと

が大切です。 

情報モラルの育成に関する指導資料等（以下のページからダウンロード・参照できます。） 

○インターネット活用ガイドブック  モラル・セキュリティ編 （http://www.cec.or.jp/books/guidebook.pdf）

○情報モラル指導のための実践事例 （http://sweb.nctd.go.jp/support/index.html） 
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